
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
五
号
）

六
〇
（
七
五
六
）

転
換
期
の
住
宅
間
題

奥
　
　
　
地

正

は
　
じ
　
め
　
に

　
住
宅
間
題
、
こ
の
古
く
て
新
し
い
間
題
は
い
ま
、
日
本
経
済
の
大
き
な
転
期
の
中
で
一
っ
の
転
換
期
を
む
か
え
て
い
る
。

　
「
日
本
人
は
ウ
サ
ギ
小
屋
と
変
わ
ら
な
い
住
居
に
住
ん
で
い
る
・
：
…
」
と
は
、
欧
州
共
同
体
委
員
会
が
そ
の
対
日
戦
略
基
本
文
書

で
き
め
っ
け
た
言
葉
で
あ
る
が
、
こ
の
言
葉
は
は
し
な
く
も
今
目
の
日
本
に
お
け
る
住
宅
問
題
の
意
義
を
正
し
く
言
い
当
て
て
い
る

と
い
っ
て
よ
い
。
日
本
経
済
は
「
高
度
成
長
」
期
を
通
じ
て
、
自
動
車
・
鉄
鋼
を
は
じ
め
重
化
学
工
業
を
中
心
に
国
際
競
争
力
を

つ
け
、
高
度
成
長
が
破
綻
し
た
一
九
七
四
年
以
降
も
輸
出
強
伸
を
積
杵
と
し
て
国
際
的
不
況
局
面
か
ら
浮
上
し
、
七
八
年
年
央
以
降

は
折
か
ら
の
円
高
局
面
の
中
で
「
｝
本
の
賃
金
は
い
ま
や
世
界
最
高
水
準
に
な
っ
た
」
（
櫻
田
武
目
経
連
会
長
）
と
ま
で
言
わ
れ
る
に

い
た
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
戦
前
来
悪
名
高
い
ソ
ー
シ
ア
ル
・
ダ
ソ
ピ
ソ
グ
の
政
治
経
済
的
基
盤
が
に
わ
か
に
消
減

し
た
わ
げ
で
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
Ｅ
Ｃ
委
員
会
に
よ
る
”
ウ
サ
ギ
小
屋
〃
論
は
、
ま
さ
に
住
宅
問
題
が
ジ
ャ
バ
ソ

・
ア
ズ
・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ソ
と
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
現
代
日
本
の
新
し
い
ダ
ソ
ピ
ソ
グ
の
、
っ
ま
り
は
”
新
し
い
貧
困
〃
の
中
心
的
な

環
で
あ
る
こ
と
を
、
国
際
商
品
価
格
と
実
質
賃
金
の
国
際
的
た
関
連
の
中
で
指
摘
し
た
も
の
に
他
な
ら
た
い
。

　
住
宅
問
題
が
今
目
転
換
期
に
あ
る
こ
と
の
第
二
の
意
義
は
、
変
貌
す
る
都
市
問
題
の
中
心
的
な
課
題
と
し
て
住
宅
問
題
が
新
た
な



重
要
性
を
も
つ
に
１
い
た
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
六
〇
年
代
高
度
成
長
政
策
の
展
開
は
そ
の
労
働
力
流
動
化
政
策
に
・
よ
っ
て
、
農
山
村

か
ら
の
都
市
へ
の
人
口
集
中
と
独
占
資
本
へ
の
労
働
力
集
中
を
促
進
し
た
が
、
都
市
に
お
け
る
一
定
の
住
宅
整
備
を
こ
う
し
た
方
向

に
そ
っ
て
先
導
し
た
の
は
他
で
も
な
い
目
本
住
宅
公
団
に
１
よ
る
公
共
住
宅
団
地
の
建
設
で
あ
っ
た
。
六
〇
年
代
末
以
降
、
高
度
成
長

の
矛
盾
が
都
市
問
題
と
し
て
激
発
し
、
環
境
破
壌
・
公
害
・
高
地
価
・
交
通
難
．
財
政
破
綻
等
々
と
し
て
だ
れ
の
目
に
・
も
明
ら
か
と

な
り
・
そ
の
中
で
公
団
・
公
営
住
宅
の
建
設
も
大
き
く
行
き
詰
ま
っ
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
一
方
、
産
業
開
発
優
先
政
策
、
産
業

基
盤
優
先
の
公
共
投
資
の
明
白
た
破
綻
は
、
建
前
上
に
せ
よ
「
住
民
福
祉
優
先
」
、
生
活
基
盤
優
先
の
公
共
投
資
へ
の
政
策
調
整
を

よ
ぎ
な
く
さ
せ
た
・
こ
う
し
た
中
で
下
水
道
、
公
園
、
生
活
道
路
、
さ
ら
に
は
保
育
園
、
学
校
等
の
杜
会
的
共
同
消
費
手
段
の
貧
困

と
と
も
に
・
そ
の
基
軸
と
し
て
の
住
宅
そ
の
も
の
の
貧
困
が
あ
ら
た
め
て
緊
要
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
第
三
は
・
低
成
長
下
、
過
剰
資
本
の
投
下
部
面
と
し
て
の
住
宅
産
業
（
さ
ら
に
そ
の
関
連
産
業
）
が
景
気
対
策
と
し
て
重
要
性
を
増

し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
七
三
年
の
石
油
シ
ヨ
ヅ
ク
に
ー
よ
る
高
度
成
長
経
済
の
最
終
的
た
破
綻
は
、
重
化
学
工
業
を
中
心
に
資
本
の

過
剰
を
顕
在
化
さ
せ
、
以
降
民
問
設
備
投
資
は
大
き
く
停
滞
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
中
で
日
本
の
金
融
資
本
は
周
知
の
よ
う
に
、
対

外
進
出
を
強
め
っ
っ
経
済
の
軍
事
化
を
強
く
志
向
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
八
○
年
代
い
ま
一
っ
の
”
有
利
な
〃
投
資
部
面
と
さ
れ

て
い
る
の
が
・
都
市
再
開
発
と
そ
の
中
心
を
た
す
住
宅
産
業
に
ー
他
な
ら
な
い
。
一
方
、
設
備
投
資
の
減
退
と
企
業
の
「
減
量
経
営
」

の
中
で
資
金
を
過
剰
化
し
た
銀
行
資
本
に
と
っ
て
は
、
企
業
金
融
に
ー
か
わ
る
消
費
老
金
融
の
大
宗
と
し
て
の
住
宅
ロ
ー
ソ
は
、
今
目

不
可
欠
の
融
資
部
面
と
た
っ
て
い
る
。
七
〇
年
代
と
く
に
１
後
半
、
政
府
の
公
庫
融
資
拡
大
に
よ
る
持
家
政
策
の
推
進
は
、
金
融
資
本

の
新
た
な
活
動
基
盤
を
育
成
す
る
も
の
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。

　
第
四
に
・
以
上
の
よ
う
な
情
況
の
下
で
最
近
目
立
っ
て
き
た
の
は
、
政
府
の
こ
れ
ま
で
の
住
宅
政
策
の
大
き
た
行
き
詰
ま
り
で
あ

　
　
　
　
転
換
期
の
住
宅
問
題
（
奥
地
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
（
七
五
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二
（
七
五
八
）

ろ
う
。
七
〇
年
代
を
通
じ
て
、
住
宅
の
”
絶
対
量
の
不
足
〃
は
す
で
に
解
消
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
を
み

れ
ぽ
、
三
大
都
市
圏
で
は
、
ミ
ニ
開
発
に
よ
る
零
細
た
ニ
ロ
ダ
建
住
宅
と
マ
ソ
シ
ヨ
ソ
が
主
流
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
”
部
屋
の
広
さ
〃
を

は
じ
め
と
す
る
居
住
水
準
か
ら
居
住
環
境
、
さ
ら
に
は
都
市
防
災
面
に
い
た
る
ま
で
諸
々
の
問
題
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
と

こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
都
市
問
題
の
激
化
と
地
価
の
高
騰
傾
向
は
、
す
で
に
七
〇
年
代
初
頭
か
ら
公
団
・
公
営
住
宅
の
建
設
戸
数
を
減
退

さ
せ
た
が
、
し
か
し
政
府
が
推
進
し
た
持
家
政
策
に
し
て
も
右
の
よ
う
な
状
態
で
目
下
行
き
詰
ま
っ
て
お
り
、
し
か
も
八
○
年
に
入

っ
て
そ
の
価
格
は
も
は
や
勤
労
者
の
手
の
と
ど
か
な
い
水
準
に
ま
で
高
騰
し
っ
っ
あ
る
。
七
二
－
七
四
年
の
狂
乱
物
価
の
時
期
を
境

に
、
目
本
の
国
民
は
少
な
く
と
も
三
大
都
市
圏
で
は
「
平
均
」
的
な
条
件
の
二
ロ
ノ
建
住
宅
へ
の
居
住
を
断
念
さ
せ
ら
れ
、
や
む
た
く

そ
の
後
の
「
マ
ソ
シ
ヨ
ソ
・
ブ
ー
ム
」
に
乗
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
い
ま
ま
た
、
こ
の
集
合
住
宅
が
国
民
の
手
か
ら

遠
ざ
か
り
っ
つ
あ
り
、
こ
う
し
た
中
で
住
宅
業
界
を
中
心
に
．
「
住
宅
不
況
」
の
声
が
高
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
　
住
宅
間
題
の
現
状
と
課
題

　
目
本
の
住
宅
は
量
的
に
充
足
さ
れ
て
す
で
に
久
し
い
と
い
う
。
　
「
住
宅
統
計
調
査
」
（
総
理
府
）
に
よ
れ
ば
、
住
宅
総
数
は
す
で
に

一
九
六
八
年
に
全
国
総
世
帯
数
、
（
二
五
三
二
万
世
帯
）
を
こ
え
、
七
三
年
に
は
こ
の
よ
う
た
”
充
足
〃
が
全
都
道
府
県
で
実
現
し
、
七

八
年
で
は
空
家
数
は
二
六
八
万
戸
（
空
家
率
は
住
宅
総
数
三
五
四
五
万
戸
の
七
・
六
％
）
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
目
本
の
住
宅
投
資
は
高
度

成
長
期
を
通
じ
て
急
増
し
、
七
〇
年
代
初
頭
か
ら
は
世
界
最
高
水
準
に
あ
る
と
い
わ
れ
、
七
八
年
に
は
国
内
総
生
産
に
対
す
る
住
宅

投
資
の
割
合
は
七
．
三
％
、
人
口
千
人
当
り
住
宅
建
設
戸
数
は
二
二
・
七
戸
と
、
両
者
と
も
先
進
諸
国
の
中
で
第
一
位
と
な
っ
て
い

る
（
表
１
）
。
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書
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国
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総
日
建

　
　
　
　
『

１
　
　
　
　
　
２
）

）
　
　
　
　
所

注
　
　
　
　
出

転
換
期
の
住
宅
間
題
（
奥
地
）

と
は
い
え
、
わ
が
国
の
住
宅
事
情
は
問
題
を
か
り
に

「
量
的
充
足
」
に
ー
か
ぎ
っ
て
も
、
果
し
て
実
現
さ
れ
て

い
る
の
か
ど
う
か
、
大
い
に
問
題
で
あ
ろ
う
。
建
設
省

の
大
都
市
圏
を
対
象
と
し
た
「
空
き
屋
実
態
調
査
」

（
八
○
年
一
〇
月
）
に
よ
れ
ぱ
、
空
き
家
全
体
の
八
五
％

は
借
家
で
あ
り
、
七
三
％
は
共
同
住
宅
で
、
ま
た
老
朽

度
で
は
修
理
を
要
し
な
い
も
の
は
四
六
％
、
そ
し
て
設

備
状
況
で
は
空
き
家
全
体
の
三
四
％
は
「
便
所
共
用
」
、

「
浴
室
な
し
」
は
六
一
％
等
と
な
っ
て
い
る
。
国
際
的

水
準
に
た
っ
し
た
空
屋
率
と
い
っ
て
も
、
　
”
直
ち
に
入

居
可
能
な
も
の
は
少
な
く
、
古
く
て
使
え
な
い
も
の
が

空
き
家
の
形
で
残
っ
て
い
る
”
の
が
実
態
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
現
在
住
宅
問
題
の
焦
点
は
、
い
う
ま
で
も

な
く
そ
の
”
質
的
充
足
度
〃
に
あ
ろ
う
。
建
設
省
「
昭

和
五
十
三
年
住
宅
需
要
実
態
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
　
「
住

宅
に
困
っ
て
い
る
」
世
帯
は
全
国
で
三
八
．
九
％
、
三

大
都
市
圏
で
は
四
二
・
一
％
（
同
圏
の
持
家
世
帯
で
三
二

　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
（
七
五
九
）
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４
　
４
２
　
　
９

３
５
一
一
Ｌ
Ｕ
　
　
Ｆ
Ｏ

給

家

営
筋
珊
』

一
Ｌ
０
　
　
７
‘
１
１
一
　
〇
リ

民
儲
状
”
比

４
一
４
一

営
勘

１
↓
　
７
１
４
　
　
（
ｏ

０
　
　
（
ｏ
７
１
　
一
Ｌ
Ｏ

■
　
　
　
　
　
　
　
●

民
健
岬
刎
如

４
一
５
一

営
団
杜

１
↓
　
Ｅ
リ
０
　
　
０

○
リ
　
ー
１
１
・
一
　
７
１

公
公
公

〇
一
２
一
４
　
４

４
一
４
一

借

数
９
　
　
４
４
　
　
”
ｏ

Ｆ
Ｏ
　
　
Ｏ
Ｊ
’
Ｏ
　
　
ｏ
Ｏ

総
９
一
〇
一
３
　
４

４
一
５
一

家

Ｏ
Ｊ
　
’
Ｏ
（
Ｕ
　
１
Ｉ
一

Ｆ
０
　
　
７
‘
５
　
　
８

持

１
．
‘
　
１
１
一

数

４
　
８
１
　
　
２

１
　
　
８
’
０
　
　
７
１

７
一
〇
一
７
　
　
８

　
　
●
＾
０
　
　
７
１

総
綴
＼

小

年
年

年
年

出
『

ｎ
◎
　
３

８
　
ｏ
ｏ

一
、

４
　
　
５

・
４
’
　
Ｅ
ｏ

仙

住

｛

）
２

畳

ｍ
（

り

｛

模
度

積

た

規
密

面

儲
せ

の
住

べ

宅
居

延

一
数

住
・

○るよに」査調計統宅住「府理総）注

　
　
　
　
　
　
　
　
六
四
（
七
六
〇
）

．
四
％
、
借
家
で
は
五
七
・
四
劣
）
で
、
　
い
ず
れ
も
前
回
調

査
時
（
七
三
年
）
の
数
字
を
上
回
っ
て
依
然
高
い
比
率
を
示

し
て
い
る
。
　
「
住
宅
に
困
っ
て
い
る
理
由
」
の
第
一
は
全

国
で
、
　
「
住
宅
が
狭
い
」
が
三
五
・
三
劣
と
最
も
多
く
、

そ
し
て
、
　
「
建
物
が
い
た
ん
で
い
る
」
（
二
一
・
○
劣
）
、

「
便
所
、
風
呂
、
台
所
な
ど
の
設
備
が
不
十
分
」
（
一
一
・

四
％
）
、
「
庭
が
な
い
、
ま
た
は
狭
い
」
（
七
・
七
％
）
、
「
目

照
通
風
」
（
七
・
五
％
）
、
　
「
ば
い
煙
等
公
害
」
（
五
・
六
％
）

等
と
つ
づ
い
て
い
る
（
表
２
）
。
ま
た
、
同
表
で
七
三
～
七

八
年
の
変
化
を
み
る
と
、
　
「
日
照
通
風
」
、
「
ば
い
煙
等
公

害
」
等
、
住
環
境
の
悪
化
を
示
す
理
由
が
増
え
て
い
る
の

が
注
目
さ
れ
る
。

　
同
調
査
で
「
住
宅
に
困
っ
て
い
る
理
由
」
を
「
住
宅
が

狭
い
」
か
ら
と
す
る
も
の
の
割
合
を
所
有
関
係
別
に
み
る

と
、
公
営
・
公
団
・
公
杜
住
宅
（
借
家
）
が
六
四
・
一
劣

で
最
も
高
く
、
つ
い
で
給
与
住
宅
（
借
家
）
四
八
・
○
％
、

民
営
借
家
三
九
・
六
劣
、
－
共
同
建
等
（
持
家
）
三
九
・
○



％
、
二
戸
建
・
長
屋
建
（
持
家
）
二
五
・
四
％
の
順
に
た
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
意
識
の
基
礎
を
な
す
実
態
を
表
３
の
住
宅
の
規
模

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

（
延
べ
面
積
）
で
み
る
と
、
各
種
の
借
家
に
お
げ
る
住
宅
の
「
狭
さ
」
（
平
均
四
〇
．
六
虹
）
が
目
立
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
”
満
足
す

べ
き
”
水
準
に
あ
る
住
宅
の
数
は
、
依
然
大
量
に
。
不
足
し
て
い
る
と
い
わ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
七
四
年
不
況
以
降
、
政
府
の
景
気
対
策
（
公
庫
融
資
拡
充
な
ど
）
、
銀
行
の
住
宅
ロ
ー
ソ
の
拡
大
、
大
手
商
杜
等
の
住
宅

産
業
へ
の
参
入
等
に
よ
っ
て
、
持
家
比
率
は
全
国
的
に
み
て
七
三
年
の
五
九
・
二
％
か
ら
七
八
年
の
六
〇
．
四
％
へ
、
ま
た
三
大
都

市
圏
で
は
同
じ
く
五
一
・
九
劣
か
ら
五
四
・
一
％
へ
と
微
増
傾
向
に
転
じ
て
い
る
（
総
理
府
「
住
宅
統
計
調
査
」
）
。
建
て
方
別
住
宅
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
状
は
表
４
の
よ
う
に
、
三
大
都
市
圏
（
七
八
年
）
で
み
て
ニ
ロ
ダ
建

）％

●
　
●

位単（移推の率比の宅住のｕ牙方て建４表
５
３

１
６
７
７
）
阻
９
・
払
甘
　
　
（

竈
鳥
５
１
３
Ｇ

７
２
６
４
）
附
９
・
ｎ
阻

４
８

８
３
５
４
）
弘
皿
肌
阻

讐
島
５
１
３
Ｇ

讐
沁
７
１
　
１
（

４
３

５
７
４
７
）
附
払
皿
仏

７
３
６
８
）
弘
岨
肌
ｏ

６
５
６
２
）
凧
ｎ
８
・
¢

年
轟
森

建
建
宅
勃
　
　
住
戸
屋
住
嚥
　
同
鯛
一
長
共
伸

建
建
宅
勃
　
　
住
戸
屋
住
螂
　
同
鯛
一
長
共
伸

建
建
宅
勃
　
　
住
戸
屋
住
嚥
　
同
鯛
一
長
共
仲

全
　
国

三
大
都
市
圏

地
方
圏

　
－
つ

　
し
　
　
ｏ

　
を
い

　
宅
な

　
住
ら

　
同
な

　
共
に

　
の
％

乱
上
０

よ
以
１
０

こ
階
ま

＾
三
訓
へ

査
，
総
な

調
は
で
ま

計
と
の
含

統
宅
る
を

宅
住
い
県

住
同
で
縄

「
共
ん
沖

局
の
含
，

計
層
を
は

統
高
明
年

府
中
不
４
３

理総
…
似
側

料
注

資

転
換
期
の
住
宅
問
題
（
奥
地
）

五
二
％
、
長
屋
建
一
〇
％
、
共
同
住
宅
三
七
劣
で
あ
る
が
、
最
近
の

持
家
化
傾
向
の
中
で
建
築
動
向
（
フ
ロ
ー
）
の
特
徴
を
端
的
に
い
え

ぼ
、
そ
れ
は
ミ
ニ
開
発
に
よ
る
零
細
ニ
ロ
ダ
建
住
宅
と
マ
ソ
シ
ョ
ソ
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

設
と
い
う
二
つ
の
方
向
で
あ
ろ
う
。
こ
の
う
ち
前
者
の
、
ミ
ニ
開
発
に

ょ
る
零
細
ニ
ロ
ダ
建
住
宅
の
建
築
状
況
に
つ
い
て
み
れ
ば
（
図
５
）
、
東

京
都
区
部
で
は
七
八
年
に
着
工
し
た
二
戸
建
住
宅
の
う
ち
五
六
劣
が

　
　
　
　
　
　
　
２

敷
地
面
積
一
〇
〇
ｍ
未
満
の
も
の
で
あ
り
、
大
阪
府
で
は
そ
れ
が
五

八
％
に
の
ぽ
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
、
・
・
二
開
発
の
動
向
は
後
者
の
マ

ソ
シ
ョ
ソ
の
場
合
で
も
、
住
戸
単
体
と
し
て
は
勿
論
、
一
団
地
と
し

て
み
て
も
開
発
規
模
の
小
規
模
化
と
し
て
進
行
し
て
い
る
こ
と
は
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
（
七
六
一
）



建戸の満未２
移

ｍ
推

ｏ
ｏ
の

１
率

積
比

面
の

地
宅

敷
住

５図

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
五
号
）

　
　
府
部

　
　
区

　
　
阪
都

　
　
　
界

　
７
大
東

　
肌
；

舳
奇

　
’

　
１

　
一
〇
一
１

　
６
０
５
８

　
席
圏
　
　
都

　
都
阪
　
．
京

３
京
大
”
東

４
ｎ
Ｊ
、

干
、
＼

兼
、
一

．
一
　
・

ご
“

舳
”
”

４
　
４
　
　
４

　
県
　
圏
　
県
県
計
県

　
庫
　
京
　
－
玉
国
葉

　
　
　
　
奈

　
１
６
兵
』
東
ｊ
神
埼
全
千

ぺ
）
◆
、
、
撮

　
・
＼
　
．
・

舳
宗
心
撚

二
２
一
２

こ
ｋ

れ
”
”
鐵

２
２
　
　
２
　
　
１
１
１

　
　
建
満

　
　
戸
未

　
　
一
２

年
　
の
ｍ
　
．

３
－
　
設
０
０
り

５
　
新
１
よ

　
　
麗
脚
勘

二
誰
僻

　
　
は
め
で
昭

　
。
－
占
比
（
比

肌
灘

：
・
・
住
の
：

料
注
　
　
所

資
　
　
　
出

ｕ禾地土ｕ男模規地団６図

六
六
（
七
六
二
）

％
　
１
１
３

０
（

１
０

５
０

　
　
％
７
０
　
　
　
６
０
　
　
　
５
０
　
　
　
４
０
　
　
　
３
０
　
　
　
２
０
　
　
　
ユ
０
　
　
　
０

言
を
要
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
七
三
年
を
ピ
ー
ク
と
す
る
土
地
投
機
の
横
行
と
”
地
価
狂
乱
”
の
事
態
に
。
直
面
し
て
、

政
府
は
法
人
・
個
人
の
土
地
譲
渡
益
課
税
を
強
化
す
る
一
方
、
国
土
利
用
計
画
法
を
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

行
し
て
土
地
取
引
の
規
制
を
強
化
し
た
。
同
法
は
、
市
街
化
区
域
の
二
〇
〇
〇
皿
以
上
　
　
　
　
　
　
０
．
１
．
５
．
〇
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寸
一
一
息
均

の
土
地
取
引
は
価
格
．
利
用
目
的
等
を
都
道
府
県
知
事
に
届
げ
出
て
認
可
を
受
げ
る
こ
　
　
　
　
　
　
…
“
…
”
肌
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

と
が
必
要
と
し
た
し
、
ま
た
都
市
計
画
法
は
一
〇
〇
〇
ｍ
以
上
の
土
地
取
引
を
開
発
許

可
の
対
象
と
し
て
、
開
発
地
内
の
道
路
、
公
園
、
緑
地
な
ど
一
定
基
準
以
上
の
生
活
環
境
の
整
備
を
義
務
づ
げ
て
き
た
。

れ
ら
の
規
制
は
た
し
か
に
、
そ
の
後
〃
狂
乱
地
価
”
の
鎮
静
化
に
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
、

、
）
０
０
１
　
　
　
　
一

）↓

２

３

６

６

６

’

９

５

３

２

４

０

６

０

〕
ｒ

９
コ＾

０

５

１

１

耐

０２

３

３

０

２

３

Ｌ

２

０

１

１

５

２

２

皿

Ｏ

２

’

３

〃

４

４
’

）ｄ

Ｏ

３

４

８

３

８

Ｏ

９

８

７

６

６

５

６

山

）

此
鴛
狐
一

の
地

他
用

の
共

そ
公地緑園公路道施

的
地

益
用

公
設地宅

すさを等設施は
カ

気
。

電
す

　
，
さ

設
を

。
施
等

る
庁
池

よ
公
整

に
官
調

１
」
　
，
　
，

査
所
路

調
会
水

態
集
，
。

実
，
川
り

業
校
河
よ

事
学
，
）

成
，
は
版

造
は
と
年

地
と
地
５
５

宅
地
用
和

間
用
共
昭

民
設
公
（

銚
鵠

警
駿

１
一
２
一
３
一

注

↑所出

そ
し
て
こ

い
ま
や
危



機
的
な
状
態
の
大
都
市
間
題
に
対
し
て
何
ら
の
抜
本
対
策
も
な
い
ま
ま
に
、
当
面
の
住
宅
供
給
を
民
問
企
業
主
導
に
よ
る
”
持
家
主

義
〃
で
推
進
し
た
こ
と
は
、
一
方
で
は
開
発
観
模
を
小
型
化
し
、
そ
れ
に
１
よ
っ
て
都
市
生
活
に
最
低
限
必
要
な
生
活
道
路
．
公
園
．

緑
地
・
学
校
・
集
会
所
・
そ
の
他
の
公
共
施
設
等
の
生
活
環
境
設
備
　
　
こ
れ
ら
の
用
地
は
資
本
に
・
と
っ
て
は
、
土
地
の
非
収
益
的

空
費
に
他
な
ら
な
い
　
　
を
最
大
限
削
減
さ
せ
る
結
果
を
生
み
だ
し
た
（
図
６
は
、
こ
れ
ら
生
活
環
境
設
備
の
た
め
に
必
要
た
用
地
が
開
発

規
模
の
小
規
模
化
に
ょ
っ
て
ど
れ
だ
け
「
節
約
」
さ
れ
て
い
く
か
を
明
示
し
て
い
る
）
。
ま
た
他
方
で
は
そ
れ
は
、
企
業
を
し
て
他
の
あ
ら
ゆ

る
条
件
の
犠
牲
の
上
に
、
単
体
と
し
て
の
住
宅
の
専
有
面
積
の
若
干
の
拡
大
を
実
現
さ
せ
、
そ
し
て
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
狭
い
借
家

に
住
む
住
宅
困
窮
層
か
ら
膨
大
な
持
家
需
要
を
導
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
七
〇
年
代
後
半
、
ミ
ニ
開
発
に
よ
る
零
細
建
売
住
宅
と
マ
ソ
シ
ヨ
ソ
の
建
設
「
ブ
ー
ム
」
が
っ
づ
い
た
が
、
そ
れ
は
何

よ
り
も
ま
ず
小
揚
模
か
っ
多
地
点
分
散
的
な
開
発
に
よ
っ
て
、
都
市
住
宅
に
ー
最
低
限
必
要
な
住
環
境
整
備
１
１
杜
会
資
本
整
傭
の
コ
ス

ト
を
負
担
せ
ず
、
こ
れ
を
「
外
部
費
用
」
に
転
化
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
は
必
然
的
に
、
都
市
全
域
で
学
校
．
医
療
機
関
．
公
園
．
上

下
水
道
・
道
路
・
そ
の
他
交
通
機
関
等
お
よ
そ
あ
ら
ゆ
る
杜
会
的
共
同
消
費
手
段
の
不
足
を
、
つ
ま
り
は
都
市
問
題
を
一
層
激
化
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

せ
る
方
向
に
作
用
し
た
。
ま
た
他
方
、
開
発
地
点
で
は
こ
の
ブ
ー
ム
は
、
建
設
し
た
住
宅
単
体
の
過
密
．
狭
小
に
よ
っ
て
、
日
照
．

眺
望
・
通
風
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・
騒
音
・
防
災
・
防
犯
・
環
境
衛
生
等
の
諸
間
題
を
新
た
に
発
生
さ
せ
た
。

　
右
の
よ
う
な
国
民
の
持
家
化
１
１
地
主
化
へ
の
志
向
は
、
い
わ
ゆ
る
中
流
意
識
や
個
人
責
任
主
義
を
生
み
だ
し
、
住
宅
お
よ
び
住
環

境
改
善
へ
の
意
欲
を
さ
し
あ
た
り
は
単
体
と
し
て
の
自
已
の
住
居
の
範
囲
内
に
局
限
さ
せ
る
。
し
か
し
、
今
目
の
き
び
し
い
都
市
生

活
条
件
は
住
民
に
１
、
新
居
へ
の
入
居
の
翌
目
か
ら
直
ち
に
先
に
み
た
諸
々
の
杜
会
的
共
同
消
費
手
段
の
不
足
や
対
近
隣
関
係
の
諾
問

題
を
つ
き
っ
げ
、
ま
た
自
己
の
住
居
そ
の
も
の
に
っ
い
て
も
、
し
ぼ
し
ば
欠
陥
住
宅
や
理
疵
や
補
修
や
そ
の
他
の
予
期
せ
ざ
る
問
題
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六
四
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に
直
面
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
マ
ソ
シ
ヨ
ソ
等
の
集
合
住
宅
の
場
合
に
は
、
当
初
の
騒
音
防
止
や
駐
車
場
問
題
か
ら
、
防
犯
・
防
災
・

環
境
改
善
等
の
一
般
的
管
理
の
問
題
に
、
そ
し
て
管
理
費
の
改
定
問
題
か
ら
さ
ら
に
進
ん
で
、
や
が
て
各
種
の
塗
装
工
事
を
中
心
に

巨
額
の
費
用
を
要
す
る
補
修
・
改
修
の
間
題
に
当
面
さ
せ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
問
題
は
い
ず
れ
も
、
管
理
組
合
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
個
人
的
処
理
の
範
囲
を
は
る
か
に
こ
え
、
よ
り
多
数
の
住
民
の
親
睦
・
合
意
・
意
志
決
定
・
協
力
・
共
働
等
、
要
す
る
に
っ

ね
に
一
層
高
次
の
住
民
の
自
治
・
住
民
自
身
に
よ
る
自
ら
の
組
織
化
を
否
応
な
し
に
要
求
す
る
。
そ
の
意
味
で
マ
ソ
シ
ヨ
ソ
等
の
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

合
住
宅
は
、
住
民
の
管
理
能
力
な
い
し
統
治
能
力
の
発
展
を
準
備
す
る
、
新
し
い
「
民
主
主
義
の
学
校
」
で
あ
る
。

　
さ
て
、
右
の
よ
う
な
持
家
化
の
傾
向
は
七
〇
年
代
後
半
の
景
気
低
迷
下
、
持
家
取
得
層
の
生
活
構
造
に
歪
み
を
与
え
、
諸
々
の
生

活
困
難
を
生
み
だ
し
た
。
住
宅
金
融
公
庫
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
七
五
年
春
の
公
庫
融
資
で
マ
ソ
シ
ヨ
ソ
を
購
入
し
た
も
の
は
三
〇
歳

代
が
中
心
で
（
家
族
数
は
平
均
三
．
一
人
）
、
３
Ｄ
Ｋ
～
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
バ
ル
コ
ニ
ー
を
含
ん
で
平
均
面
積
六
八
・
四
耐
）
を
約
二
二
〇
〇
万
円

で
購
入
し
た
が
、
公
庫
お
よ
び
そ
の
他
の
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
金
は
購
入
価
額
の
七
一
劣
に
の
ぽ
っ
て
お
り
、
毎
月
の
返
済
額
は

平
均
五
万
九
二
〇
〇
円
、
月
収
平
均
（
税
込
み
、
ボ
ー
ナ
ス
も
含
む
）
二
六
万
二
六
〇
〇
円
の
二
二
・
五
劣
と
た
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

住
宅
宅
地
審
議
会
が
月
収
と
ロ
ー
ソ
返
済
額
と
の
望
ま
し
い
割
合
と
し
た
「
二
五
％
以
内
」
を
上
回
る
返
済
に
追
わ
れ
て
い
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

は
全
体
の
四
五
〃
に
の
ぽ
っ
て
い
た
。
こ
の
返
済
負
担
率
は
も
ち
ろ
ん
借
入
第
一
年
度
の
そ
れ
で
あ
る
が
、
し
か
し
低
成
長
下
、
賃

金
上
昇
率
が
鈍
化
す
る
中
で
こ
の
比
率
が
容
易
に
低
下
し
な
い
こ
と
は
「
国
民
生
活
白
書
」
（
昭
和
五
五
年
度
）
も
指
摘
す
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
今
日
、
三
世
帯
に
一
世
帯
は
住
宅
回
ー
ソ
を
抱
え
て
お
り
、
「
家
計
調
査
」
（
総
理
府
統
計
局
、
七
九
年
）
に
よ
れ
ば
一
カ
月

の
住
宅
ロ
ー
ソ
返
済
額
は
四
万
五
五
〇
〇
円
で
可
処
分
所
得
の
一
三
・
一
％
を
占
め
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
七
四
年
以
後
の
取
得
者

の
負
担
率
を
と
れ
ば
、
そ
れ
が
こ
の
比
率
を
大
き
く
上
回
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
多
言
す
る
ま
で
も
あ
る
ま
い
。



　
住
宅
ロ
ー
ソ
の
重
圧
は
”
家
計
の
資
金
繰
り
〃
を
苦
し
く
し
、
消
費
性
向
を
押
し
下
げ
、
家
計
支
出
に
歪
み
を
も
た
ら
す
だ
け
で

な
く
、
生
活
構
造
全
般
に
き
び
し
い
影
響
を
お
よ
ぽ
す
。
厚
生
省
の
「
世
界
出
産
力
調
査
」
（
七
五
年
十
一
月
）
に
よ
れ
ぼ
、
わ
が
国

の
一
組
の
夫
掃
は
結
婚
当
初
は
三
人
の
子
供
を
理
想
と
し
て
い
る
が
、
主
と
し
て
住
宅
事
情
に
よ
っ
て
平
均
出
生
児
数
は
二
・
○
人

に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
標
準
的
」
家
族
数
に
し
て
も
、
ロ
ー
ソ
返
済
の
重
圧
は
世
帯
所
得
の
増
加
を
不
断
に
要
求
し
、

否
応
な
し
に
夫
掃
の
共
働
き
を
促
迫
す
る
の
で
あ
り
、
そ
し
て
こ
の
多
就
業
化
は
今
日
の
都
市
生
活
条
件
の
下
で
は
家
事
・
保
育
・

教
育
・
家
族
の
休
息
・
娯
楽
等
、
家
族
の
共
同
的
労
働
と
共
同
的
消
費
機
能
に
．
諸
々
の
歪
み
と
困
難
を
も
た
ら
す
。
し
か
し
、
と

も
か
く
も
家
計
が
回
転
し
て
い
る
間
は
未
だ
よ
い
。
勤
務
先
の
会
杜
の
業
績
悪
化
や
倒
産
、
自
営
業
者
の
経
営
不
振
、
さ
ら
に
は
交

通
事
故
、
病
気
、
災
害
な
ど
に
よ
る
不
時
の
出
費
は
、
容
易
に
”
ロ
ー
ソ
破
産
〃
に
結
び
っ
き
、
家
庭
は
一
挙
に
崩
壊
す
る
。
損
害

保
険
業
界
は
七
一
年
十
一
月
か
ら
住
宅
ロ
ー
ソ
保
証
保
険
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
が
、
そ
の
代
位
弁
済
件
数
が
七
三
年
の
八
三
件
か
ら
、

七
五
年
の
七
九
〇
件
、
七
七
年
三
〇
〇
〇
件
、
七
八
年
五
一
〇
〇
件
と
急
増
し
て
お
り
、
住
宅
金
融
公
庫
の
公
庫
住
宅
融
資
保
証
協

会
の
弁
済
件
数
も
七
六
年
の
二
〇
件
が
七
八
年
に
は
二
一
五
件
に
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
公
庫
融
資
の
場
合
、
一
時
的
に
返
済
で
き

な
く
な
る
延
滞
者
は
七
七
年
三
月
末
の
一
万
八
八
二
五
件
（
延
滞
率
○
・
七
三
％
）
が
八
○
年
三
月
末
に
は
三
万
一
一
四
〇
件
（
同
○

・
八
六
％
）
に
増
加
し
て
い
る
。
　
こ
う
し
て
今
日
の
住
宅
問
題
は
、
持
家
の
取
得
に
よ
っ
て
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
と

と
も
に
始
ま
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
た
い
。

　
し
か
し
、
八
○
年
に
入
る
と
土
地
・
住
宅
の
価
格
は
再
び
高
騰
し
、
一
方
、
勤
労
者
世
帯
の
実
質
収
入
は
低
下
し
、
三
大
都
市
圏

で
は
勤
労
者
の
住
宅
取
得
は
む
し
ろ
”
絶
望
的
〃
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
例
え
ば
八
○
年
四
～
六
月
の
首
都
圏
の
建
売
住
宅
の
平
均

販
売
価
格
は
三
四
〇
〇
万
円
（
敷
地
一
八
九
、
ｍ
、
建
物
延
べ
一
〇
四
、
ｍ
）
で
前
年
同
月
比
一
七
劣
上
昇
し
て
お
り
、
同
じ
く
マ
ソ
シ
ョ
ソ
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価
格
は
二
五
〇
〇
万
円
で
三
五
劣
（
三
・
三
、
ｍ
当
り
単
価
で
は
二
六
劣
）
の
上
昇
を
示
し
て
い
る
。
か
つ
て
「
国
民
生
活
白
書
」
（
一
九

七
五
年
度
）
は
勤
労
者
世
帯
の
平
均
年
収
に
対
す
る
住
宅
価
格
の
倍
率
を
算
出
し
、
そ
れ
が
六
〇
年
の
二
・
五
七
（
倍
）
か
ら
六
五

年
に
は
三
・
四
五
、
七
〇
年
三
・
七
三
、
七
四
年
四
・
五
二
と
上
昇
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
最
近
で
は
こ
の
倍
率
が

さ
ら
に
一
段
と
上
昇
し
っ
っ
あ
る
。
住
友
銀
行
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
七
八
年
に
は
土
地
付
き
二
ロ
ノ
建
て
住
宅
の
取
得
費
は
勤
労
老
世

帯
平
均
年
収
三
六
五
万
円
の
五
・
九
倍
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
が
八
○
年
で
は
同
じ
く
四
二
一
万
円
（
推
定
）
の
六
・
七
倍
に
上
昇
す

る
見
込
み
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
マ
ソ
シ
ョ
ソ
に
つ
い
て
は
、
長
谷
川
工
務
店
が
試
算
し
た
借
入
金
の
返
済
負
担
率
（
年
収
に
対

す
る
借
入
金
返
済
年
額
の
割
合
）
を
み
る
と
、
八
○
年
の
見
通
し
は
三
五
・
八
％
で
「
限
界
水
準
の
三
〇
％
」
を
上
回
っ
て
い
る
と
い

う
。
一
般
に
金
融
機
関
は
個
人
の
返
済
能
力
を
年
収
の
三
〇
劣
以
内
と
し
て
い
る
が
、
最
近
は
三
〇
％
以
上
の
借
り
入
れ
申
し
込
み

が
増
え
、
住
宅
金
融
専
門
会
杜
で
は
こ
の
よ
う
な
ヶ
ー
ス
が
申
し
込
み
総
件
数
の
二
〇
％
に
の
ぽ
っ
て
い
る
。
都
銀
や
地
銀
な
ど
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

ロ
ー
ソ
を
断
ら
れ
、
住
宅
金
融
専
門
会
杜
に
走
る
ケ
ー
ス
も
少
た
く
た
い
。

　
こ
う
し
て
ニ
ロ
ゾ
建
住
宅
や
マ
ソ
シ
ョ
ソ
の
新
規
購
入
は
断
念
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
中
古
マ
ソ
シ
ョ
ソ
や
公
団
住
宅
が
あ
ら
た
め
て

見
直
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
中
で
国
民
諸
階
層
の
住
宅
格
差
は
拡
大
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
「
住
宅
統
計
調
査
」
に

よ
れ
ば
、
東
京
圏
の
所
得
階
層
別
持
家
対
借
家
比
率
は
六
三
～
七
三
年
で
は
、
所
得
階
層
の
上
位
か
ら
三
分
の
一
の
層
で
は
持
家
比
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８
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率
が
急
上
昇
し
て
い
る
が
、
下
位
二
分
の
一
の
層
で
は
借
家
が
増
加
し
て
お
り
、
全
体
と
し
て
格
差
は
明
白
に
拡
大
し
て
い
る
。
最

近
の
傾
向
は
お
そ
ら
く
右
の
傾
向
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
今
後
は
中
古
住
宅
の
取
得
を
含
め
て
持
家
世
帯
が
漸
増

す
る
中
で
、
住
環
境
や
住
宅
そ
の
も
の
・
居
住
面
積
・
日
照
条
件
な
ど
諸
々
の
居
住
水
準
の
面
で
階
層
間
格
差
を
拡
大
し
て
い
く
で
あ

ろ
う
。
そ
の
中
で
三
大
都
市
圏
で
は
、
取
得
価
格
一
億
円
超
え
の
マ
ソ
シ
ョ
ソ
居
住
者
が
一
っ
の
層
を
形
成
す
る
一
方
、
借
家
層
を



構
成
す
る
低
所
得
老
層
・
身
障
者
・
母
子
家
庭
・
老
人
世
帯
等
の
諸
驚
の
居
住
水
準
の
貧
困
化
が
わ
け
て
高
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
現
代
日
本
の
住
宅
間
題
の
根
幹
窪
す
も
の
は
、
い
う
ま
で
差
く
高
地
価
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
三
大
都
市
圏
の
住
宅

地
価
格
の
現
況
を
国
土
庁
の
公
示
価
格
一
八
・
年
一
旦
目
現
在
一
で
み
る
と
、
昨
年
一
年
問
の
上
昇
率
は
東
京
圏
一
八
二
一
秀
、
大

阪
圏
一
三
．
秦
・
名
古
屋
圏
一
四
・
二
誓
一
天
圏
平
均
二
一
・
三
を
と
、
七
四
年
不
況
に
よ
る
下
落
以
降
六
年
言
に
ニ
ケ
タ

の
急
騰
を
示
し
・
再
び
危
震
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
戦
後
の
市
街
地
価
格
の
推
移
は
享
五
五
－
六
五
年
で
は
、
高
度
成
長
に
よ

る
産
業
基
盤
の
開
発
に
と
巻
一
て
・
工
業
用
地
窒
一
騰
を
牽
引
力
と
し
て
市
街
地
価
格
全
体
が
上
昇
し
、
岩
戸
景
気
の
六
一
年
に

は
工
業
用
地
の
上
昇
率
は
五
〇
髪
超
え
て
、
第
一
の
ピ
ー
ク
を
形
づ
く
つ
た
。
つ
い
で
六
五
－
七
五
年
で
は
、
都
市
一
の
合
集

中
に
と
差
一
て
住
宅
地
価
格
の
上
昇
が
終
始
他
の
地
価
上
昇
を
リ
ー
ド
し
、
”
狂
乱
物
価
〃
の
七
三
年
に
は
上
昇
率
は
三
〇
髭

く
に
の
ぼ
一
て
・
第
二
の
ピ
ー
ク
を
形
づ
く
一
た
。
そ
し
て
八
○
年
の
今
日
、
三
大
都
市
圏
わ
け
て
森
心
部
の
地
価
上
昇
が
と
り

わ
け
目
立
っ
て
い
る
。

現
在
の
地
価
水
準
を
国
際
的
に
比
較
す
れ
ば
、
対
西
ド
ィ
ツ
五
・
七
倍
、
対
ア
メ
リ
ヵ
九
．
○
倍
、
対
イ
ギ
リ
ス
ニ
一
．
七
倍
と

な
る
が
一
七
六
年
・
目
本
不
動
産
研
究
所
調
べ
一
・
わ
竃
戦
前
期
と
対
比
す
れ
ば
、
っ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
享
全
国
市
街
地
一
住

宅
地
一
の
一
九
三
六
年
の
価
格
竺
と
す
れ
ば
・
戦
後
の
地
価
指
数
は
芸
年
二
九
二
、
六
〇
年
七
三
六
、
六
五
年
一
九
三
一
、
七

〇
年
三
八
四
六
・
七
五
年
八
〇
七
六
で
あ
る
。
一
方
、
同
じ
く
三
六
年
を
基
準
畠
民
総
生
産
一
名
目
一
の
指
警
同
様
に
と
れ
ぼ
、

順
に
四
八
四
・
八
七
〇
二
七
九
五
・
三
九
七
一
一
、
八
一
八
三
で
あ
り
、
戦
後
遅
れ
て
上
昇
を
は
じ
め
て
い
た
地
価
が
六
〇
年
代
初

頭
以
降
は
ほ
竃
民
総
生
産
一
名
目
一
指
数
と
同
一
の
上
昇
率
を
示
し
て
き
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
一
数
字
は
東
洋
経
済
新
報
杜
一
昭

和
国
勢
総
覧
一
に
よ
る
一
・
現
代
日
本
の
高
地
価
水
準
は
婁
し
く
、
戦
後
日
本
の
高
度
成
長
に
と
差
つ
て
目
本
の
金
融
資
本
と
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
（
七
六
七
）

　
　
　
　
転
換
期
の
住
宅
問
題
（
奥
地
）
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圏
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値
阪

あ
　
と
　
数
大

で
　
要
　
　
の
　
，

値
　
必
　
在
県

数
　
に
　
現
川

の
　
た
　
　
日
奈

在
。
新
　
－
神

現
る
て
　
月
，

目
よ
い
　
１
県
。

３
１
に
お
　
年
葉
る

月
査
に
　
５
４
干
あ

３
調
地
　
　
和
，
で
。

欝
楠
霊
筑

賄
畔
滴
　
馳
｝
三
脚

，
和
は
　
面
都
見
５
年

は
昭
と
　
地
京
知
５

醜
島
膿
濡

域
積
必
入
域
は
は
」

区
面
地
値
区
と
と
書

化
Ｄ
宅
ス
化
圏
圏
白

街
－
規
口
街
京
屋
設

市
Ｄ
新
グ
市
東
古
建

　
　
　
　
　
　
「

１
．
２
．
３
・
　
４
・
５
一

）
　
　
　
　
　
　
　
　
所

注
　
　
　
　
　
　
　
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二
（
七
六
八
）

家
が
大
都
市
を
ヰ
心
に
集
積
・
集
中
し
て
き
た
巨
大
な
投
下
資
本
と
・

そ
れ
に
も
と
づ
い
て
生
み
だ
さ
れ
た
莫
大
な
価
値
（
Ｃ
＋
Ｖ
＋
Ｍ
）

の
総
量
を
基
礎
と
し
て
、
目
本
国
家
独
占
資
本
主
義
の
運
動
法
則
の

下
で
進
行
し
た
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
を
す
べ
て
吸
収
し
っ
っ
形
成
さ

れ
て
き
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
現
代
日
本
の
住
宅
・
土
地
問
題
の
根
元
は
、
ま
さ
に
現
代
日
本
経

済
の
全
運
動
構
造
に
深
く
基
因
す
る
問
題
で
あ
る
が
、
現
在
の
政
策

上
の
一
つ
の
焦
点
は
い
わ
ゆ
る
市
街
化
区
域
内
農
地
の
宅
地
並
み
課

税
の
間
題
に
お
か
れ
て
い
る
。
政
府
の
現
在
の
宅
地
政
策
の
最
重
点

は
八
○
年
代
三
大
都
市
圏
で
の
新
規
宅
地
必
要
量
（
七
六
～
九
〇
年
で

約
一
〇
万
肪
）
を
市
街
化
区
域
内
農
地
の
改
廃
に
よ
っ
て
充
当
す
る

こ
と
に
あ
り
、
そ
の
た
め
に
Ａ
・
Ｂ
農
地
の
宅
地
並
み
課
税
の
強
化

（
「
減
額
特
例
措
置
」
の
廃
止
）
と
Ｃ
農
地
へ
の
八
二
年
度
課
税
実
施
を

め
ざ
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
（
表
７
を
参
照
）
、
そ
こ
に
は
多
く
の
間

題
が
伏
在
し
て
い
る
。
そ
の
一
は
住
宅
の
量
的
「
充
足
」
や
大
都
市

の
「
衰
退
」
が
い
わ
れ
る
中
で
、
一
〇
万
ｂ
の
土
地
が
ど
の
よ
う
な

住
宅
を
、
ど
の
よ
う
な
住
環
境
で
、
ど
の
よ
う
な
階
級
・
階
層
に
供



給
す
る
た
め
に
必
要
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
二
は
こ
の
政
策
は
都
市
の
近
郊
農
業
を
壌
減
さ
せ
、
緑
地
を
消
滅
さ
昔

る
こ
と
に
な
る
が
・
そ
れ
は
都
市
圏
全
域
の
土
地
利
用
状
況
の
ど
の
よ
う
な
実
態
把
握
と
ど
の
よ
う
な
土
地
利
用
計
画
に
・
も
と
づ
い

て
い
る
の
か
・
そ
の
中
で
例
え
ば
不
動
産
業
所
有
の
販
売
用
土
地
（
建
設
省
「
不
動
産
実
態
調
査
結
果
報
告
」
（
七
八
年
）
に
ょ
れ
ぱ
、
三

大
都
市
圏
の
都
市
計
画
区
域
内
で
三
・
一
万
帖
）
や
大
企
業
・
大
地
主
の
土
地
が
な
ぜ
農
地
の
前
に
問
題
と
な
ら
た
い
の
か
、
等
で
あ
る
。

そ
の
三
は
現
在
、
都
市
の
再
開
発
が
、
わ
げ
て
も
住
宅
密
集
地
の
老
朽
化
し
た
木
造
賃
貸
ア
パ
ー
ト
の
建
て
替
え
が
急
が
ね
ば
な
ら

な
い
最
大
の
課
題
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
問
題
が
な
ぜ
焦
点
に
す
え
ら
れ
な
い
の
か
、
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
四
は

従
来
、
地
方
自
治
体
は
宅
地
化
に
と
も
た
う
道
路
・
公
園
・
上
下
水
道
・
交
通
等
の
負
担
増
を
問
題
と
し
て
宅
地
並
み
課
税
に
も
消

極
的
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
　
八
○
年
代
に
開
発
さ
れ
る
市
街
地
で
は
果
し
て
こ
れ
ら
の
基
幹
的
た
都
市
施
設
が
併
（
先
）
行
的
に

整
備
さ
れ
て
い
く
保
証
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
、
等
々
で
あ
る
。
現
在
推
進
さ
れ
て
い
る
政
府
の
農
地
転
用
政
策
は
、
右
の
よ
う
な
諾

点
を
全
体
系
と
し
て
検
討
し
た
も
の
で
は
な
い
、
き
わ
め
て
安
易
で
単
純
な
「
宅
地
供
給
増
加
」
策
で
あ
る
と
い
う
他
あ
る
ま
い
。

　
　
　
　
三
　
住
宅
・
宅
地
政
策
の
動
向
と
問
題
点

　
今
日
の
住
宅
政
策
は
一
九
六
六
年
以
降
、
住
宅
建
設
計
画
法
に
よ
っ
て
住
宅
建
設
五
カ
年
計
画
の
下
に
推
進
さ
れ
て
お
り
、
今
年

は
第
三
次
五
カ
年
計
画
の
最
終
年
度
に
当
た
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
七
月
末
に
住
宅
宅
地
審
議
会
の
答
申
「
新
し
い
住
宅
事
情
に
対
応

す
る
住
宅
政
策
の
基
本
的
体
系
に
っ
い
て
」
が
提
出
さ
れ
、
建
設
省
は
こ
れ
を
受
げ
て
第
四
次
住
宅
建
設
五
ヵ
年
計
画
（
八
一
～
八
五

年
度
）
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
八
○
年
代
の
住
宅
政
策
を
推
進
す
る
柱
と
た
る
住
宅
基
本
法
案
を
も
準
備
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。

　
　
　
転
換
期
の
住
宅
問
題
（
奥
地
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
（
七
六
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
．
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
（
七
七
〇
）

　
今
次
答
申
、
お
よ
び
策
定
さ
れ
つ
っ
あ
る
五
カ
年
計
画
に
み
ら
れ
る
八
○
年
代
住
宅
政
策
の
特
徴
は
、
第
一
に
持
家
中
心
主
義
を

一
層
推
進
し
、
公
共
住
宅
を
抑
制
す
る
方
向
づ
け
で
あ
ろ
う
。
答
中
の
基
本
的
立
場
は
「
持
ち
家
志
向
は
土
地
、
家
屋
資
産
に
対
す

る
信
頼
感
の
高
さ
た
ど
、
欧
米
と
は
異
な
る
わ
が
国
独
特
の
も
の
で
、
政
策
と
し
て
こ
れ
を
無
視
で
き
な
い
」
と
す
る
も
の
で
あ
り
・

端
的
に
い
え
ぼ
、
　
”
国
民
は
自
助
努
カ
で
持
家
を
取
得
す
る
の
が
望
ま
し
く
、
円
滑
に
取
得
で
き
な
い
層
に
限
っ
て
援
助
す
る
の
が

　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
の
役
割
〃
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
五

　
　
　
レ

　
　
積
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ち
食
用
，
。
所
，
た

　
　
綱
。
義
５
・
菱
蓋
一
峯
鰐
臨
擦
雌
騨
カ
年
計
画
で
も
計
画
総
戸
数
に
対
す
る
持
家
の
割

　
　
甥
　
　
　
　
　
緊
。
・
蒙
驚
合
は
、
第
奏
五
・
家
ら
出
発
し
て
、
第
二

　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
て
に
む
二
事
住
二
て

佳
り
　
　
　
）
）
）
）
）
）
）
益
嘉
酸
護
鳥
建
設
戸
繋
大
幅
に
減
ら
し
、
か
つ
分
譲
を
増
し

居
郡
黒
※
岬
鵬
影
影
纂
蛉
蟻
灘
て
賃
貸
を
減
ら
す
計
画
と
な
一
て
室

瀞
薫
帥
繁
岬
蒙
窯
霧
腐
一
轄
第
二
の
特
徴
は
、
居
住
水
準
一
に
一
一
て
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
靴
～
峨
ほ
髄
餉
群
地
験
｝
　
　
っ
て
、
国
民
の
居
住
の
最
低
水
準
を
示
す
「
最
低

剃
　
　
　
　
　
鞄
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
世
を
室
所
，
を
の
・
中
ル

撤
轍
焦
襟
嚇
一
耕
一
一
燃
一
欝
鷲
居
住
水
準
」
（
す
べ
て
の
罠
が
確
保
す
言
標
）

階
以
壮
け
鳩
以
於
け
俗
　
　
　
と
住
宅
ス
ト
ツ
ク
全
体
の
居
住
水
準
向
上
の
ガ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ラ
イ
ソ
と
し
て
の
「
平
均
居
住
水
準
」
（
全
世
帯



の
半
数
が
確
保
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
目
標
）
を
設
け
（
右
表
を
参
照
）
、
八
五
年
を
達
成
目
標
年
次
と
し
て
、
最
低
居
住
水
準
以
上
の
住

宅
を
確
保
す
る
施
策
と
し
て
借
家
政
策
を
、
平
均
居
住
水
準
以
上
の
住
宅
づ
く
り
を
誘
導
す
る
施
策
と
し
て
は
持
家
対
策
を
推
進
し

よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
第
三
は
宅
地
政
策
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
大
都
市
で
は
買
収
方
式
に
よ
る
宅
地
開
発
が
停
滞
し
て
い
る
半
面
、
素
地
所
有
者
が
関

与
す
る
宅
地
開
発
の
比
重
は
今
後
増
加
す
る
と
予
想
し
、
借
地
方
式
に
ょ
る
宅
地
供
給
を
提
言
し
て
い
る
（
答
申
）
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
政
府
の
八
○
年
代
に
お
げ
る
住
宅
・
土
地
政
策
の
内
容
の
骨
格
は
右
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
今
日
、
実
践
的
に
は
勿
論
、

理
論
的
に
も
明
確
に
把
握
し
て
お
く
べ
き
諾
々
の
重
要
た
論
点
が
伏
在
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

　
ま
ず
、
い
わ
ゆ
る
住
宅
の
「
居
住
水
準
」
の
間
題
か
ら
み
て
み
る
と
、
住
宅
の
「
最
低
居
住
水
準
」
を
公
共
賃
貸
住
宅
の
目
標
と

し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
内
容
（
四
人
家
族
の
場
合
で
住
戸
専
用
面
積
五
〇
。
皿
・
盾
住
室
面
積
三
二
．
五
。
皿
　
七
八
年
の
「
住
宅
統
計
調
査
」

で
は
、
こ
の
水
準
未
満
の
世
帯
は
三
大
都
市
圏
で
一
九
・
一
％
、
地
方
圏
で
は
、
一
〇
・
九
％
）
か
ら
し
て
も
公
共
住
宅
を
”
救
貧
住
宅
〃
と

し
て
位
置
づ
げ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ツ
バ
諸
国
に
比
し
て
著
し
く
後
進
的
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
そ
の
負
担
は
周
知
の
よ
う

に
急
テ
ソ
ポ
で
高
家
賃
化
し
て
お
り
、
政
策
的
に
も
「
家
賃
が
安
い
と
、
（
住
み
か
え
な
ど
）
改
善
意
欲
が
起
こ
ら
な
い
」
と
い
う
論

理
で
あ
り
、
こ
う
し
て
「
施
策
の
基
本
的
構
成
」
は
「
最
低
居
住
水
準
」
の
公
共
住
宅
の
高
家
賃
化
を
積
粁
と
し
て
、
一
方
で
は
私

的
独
占
体
に
マ
ソ
シ
ヨ
ソ
建
設
な
ど
都
市
再
開
発
を
め
ぐ
っ
て
資
本
の
蓄
積
基
盤
を
拡
大
し
、
ま
た
他
方
で
は
国
民
の
”
中
流
意

識
〃
を
か
き
立
て
っ
っ
持
家
獲
得
の
た
め
の
競
争
へ
と
駆
り
立
て
る
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
え
た
い
。

　
と
こ
ろ
で
七
〇
年
代
、
民
問
住
宅
業
界
は
住
環
境
な
ど
他
の
あ
ら
ゆ
る
条
件
を
犠
牲
に
し
な
が
ら
、
住
宅
の
セ
ー
ル
ス
．
ポ
イ
ソ

ト
を
住
宅
単
体
の
「
広
さ
」
に
ー
し
ぽ
っ
て
き
て
お
り
、
そ
の
中
で
専
用
面
積
は
か
な
り
急
速
に
拡
大
し
て
い
る
。
「
建
築
統
計
年
報
」

　
　
　
転
換
期
の
住
宅
問
題
（
奥
地
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
（
七
七
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六
（
七
七
二
）

で
各
種
新
設
住
宅
の
二
戸
当
り
平
均
床
面
積
を
六
五
年
、
七
〇
年
、
七
五
年
、
七
八
年
に
つ
い
て
み
る
と
、
持
家
で
は
八
一
、
九

五
、
一
〇
四
、
一
一
四
各
が
で
あ
り
、
分
譲
住
宅
で
は
五
七
、
六
一
、
七
〇
、
七
七
各
が
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
「
居

住
水
準
」
の
目
標
と
し
て
第
三
次
（
七
六
～
八
○
年
）
の
そ
れ
と
同
一
水
準
の
も
の
を
今
次
も
掲
げ
、
そ
し
て
、
　
「
平
均
居
住
水
準
」

（
四
人
家
族
の
場
合
で
専
用
面
積
八
六
、
ｍ
・
居
住
室
面
積
五
七
肘
　
　
七
八
年
の
調
査
で
は
、
こ
の
水
準
未
満
の
世
帯
は
三
大
都
市
圏
で
六
七
・
六

％
、
地
方
圏
で
は
五
９
一
％
）
を
”
全
世
帯
の
半
数
が
確
保
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
目
標
〃
と
し
て
持
家
対
策
を
推
進
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
目
標
設
定
が
低
位
に
す
ぎ
て
”
住
宅
ス
ト
ヅ
ク
全
体
の
居
住
水
準
向
上
の
ガ
ィ
ド
ラ
ィ
ソ
〃
に
は
と
う
て
い
な
り
え
ず
、

賃
貸
．
持
家
を
問
わ
ず
「
良
質
な
も
の
に
限
る
」
と
し
な
が
ら
も
、
住
宅
の
質
的
水
準
を
高
め
よ
う
と
す
る
政
策
志
向
に
は
た
は
だ

乏
し
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
さ
ら
に
「
最
低
居
住
水
準
」
に
っ
い
て
い
え
ぱ
、
そ
の
よ
う
な
水
準
の
住
宅
は
右
の
よ
う
な
専
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

面
積
の
拡
大
傾
向
の
下
で
は
、
早
い
将
来
に
不
良
資
産
と
化
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
い
ま
「
最
低
居
住
水
準
」
を
掲
げ
る
と
す
れ
ば
、
　
「
平
均
居
住
水
準
」
の
内
容
を
も
っ
て
設
定
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た

目
標
を
二
元
化
す
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
こ
の
「
平
均
」
の
居
住
水
準
を
公
共
１
１
賃
貸
住
宅
、
民
問
１
１
分
譲
住
宅
の
最

低
限
の
目
標
と
し
て
設
定
す
る
こ
と
を
も
っ
て
「
施
策
の
基
本
的
構
成
」
と
し
、
そ
し
て
、
公
共
賃
貸
住
宅
の
大
量
供
給
と
低
家
賃

政
策
の
推
進
を
通
じ
て
、
長
期
的
ｒ
民
間
分
譲
住
宅
の
質
的
向
上
と
低
価
格
化
を
誘
導
し
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
る
に
政
府

の
政
策
は
、
地
価
や
建
設
資
材
の
高
騰
、
用
地
の
取
得
難
、
財
政
危
機
等
を
理
由
に
公
共
住
宅
、
そ
の
賃
貸
住
宅
の
建
設
計
画
を
大

幅
に
削
減
し
て
い
る
（
第
四
次
計
画
で
は
公
団
住
宅
を
一
九
万
戸
か
ら
一
〇
万
戸
に
、
公
営
住
宅
は
四
五
万
戸
か
ら
四
〇
万
戸
に
削
減
し
て
い
る
）

の
で
あ
っ
て
、
総
じ
て
安
上
り
の
住
宅
政
策
と
し
て
の
性
格
を
一
段
と
強
め
る
も
の
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
た
い
。

　
さ
て
、
っ
ぎ
に
八
○
年
代
住
宅
政
策
の
持
家
中
心
主
義
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
、
何
故
に
住
宅
は
持
家
で
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、



あ
る
い
は
逆
に
何
故
に
借
家
で
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
の
か
、
が
問
わ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
ま
ず
こ
の
点
を
現
代
目
本
の
国
家
独
占
資
本
主
義
の
側
か
ら
、
何
故
持
家
で
た
げ
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
を
み
れ
ば
、
そ
れ
は
す
で

に
随
所
で
関
説
し
て
き
た
が
、
っ
ぎ
の
諸
点
に
た
る
で
あ
ろ
う
。
第
一
に
景
気
対
策
と
し
て
、
過
剰
資
本
の
投
資
部
面
拡
大
策
と
し

て
住
宅
産
業
を
振
興
さ
せ
て
い
く
と
す
れ
ぼ
、
国
民
諸
階
級
（
層
）
の
多
様
な
住
宅
嗜
好
と
持
家
欲
求
に
立
脚
し
て
、
私
的
独
占
体

な
ど
”
民
問
デ
ィ
ベ
ロ
ツ
バ
ー
〃
の
「
自
由
な
」
住
宅
生
産
と
販
売
の
活
動
に
委
ね
た
方
が
借
家
の
生
産
と
販
売
（
ま
た
は
管
理
）

の
場
合
に
比
較
し
て
、
当
然
私
的
資
本
主
義
的
生
産
に
適
合
的
で
あ
り
、
そ
し
て
は
る
か
に
市
場
拡
大
的
、
蓄
積
基
盤
拡
大
的
で
あ

る
。
第
二
に
「
低
成
長
」
下
、
消
費
者
金
融
を
拡
大
す
る
こ
と
が
至
上
の
命
題
と
な
っ
て
い
る
銀
行
資
本
に
と
っ
て
は
、
住
宅
生
産

に
関
連
す
る
生
産
（
企
業
）
金
融
の
面
か
ら
み
て
も
、
ま
た
住
宅
の
ス
ト
ツ
ク
あ
る
い
は
フ
ロ
ー
と
し
て
の
販
売
に
関
わ
る
消
費
者

金
融
の
面
か
ら
し
て
も
、
さ
ら
に
中
古
住
宅
ス
ト
ツ
ク
の
流
通
に
関
わ
る
金
融
の
面
か
ら
し
て
も
、
持
家
は
借
家
の
場
合
に
比
較
し

て
は
る
か
に
。
市
場
拡
大
的
で
あ
る
。
第
三
に
財
政
危
機
下
、
安
上
り
の
住
民
福
祉
、
安
上
り
の
生
活
基
盤
整
備
を
一
大
命
題
と
す
る

国
家
財
政
に
と
っ
て
は
、
巨
大
な
資
金
を
投
下
し
て
公
的
住
宅
を
準
備
し
、
長
期
に
，
わ
た
っ
て
こ
れ
を
賃
貸
し
、
管
理
し
っ
っ
家
賃

の
徴
収
に
ょ
っ
て
資
金
を
回
収
し
て
い
く
場
合
に
比
較
し
て
、
公
的
住
宅
を
分
譲
す
る
方
が
、
さ
ら
に
１
は
住
宅
金
融
公
庫
を
通
じ
て

国
民
の
持
家
（
民
問
住
宅
）
取
得
資
金
に
利
子
補
給
を
行
な
っ
て
い
く
方
が
財
政
負
担
は
は
る
か
に
少
な
く
、
よ
り
適
切
で
あ
る
。

第
四
に
、
住
宅
の
持
家
化
は
住
宅
生
産
の
無
政
府
性
を
、
さ
ら
に
は
都
市
再
開
発
の
無
政
府
性
を
促
進
し
、
ま
た
国
民
に
不
断
の

”
住
み
か
え
〃
を
杜
会
的
に
強
制
し
、
土
地
価
格
の
騰
貴
を
一
層
激
し
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
住
宅
関
連
諾
資
本
の
活
動
領
域
を
、

わ
げ
て
も
投
機
的
利
潤
獲
得
の
た
め
の
金
域
湯
池
を
拡
大
す
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
住
宅
．
宅
地
の
私
的
資
本
主
義
的
所
有
は
明
ら

か
に
国
民
の
「
中
流
意
識
」
を
育
て
、
　
「
中
間
層
」
を
育
成
す
る
た
め
の
最
も
確
実
た
物
質
的
基
盤
と
な
る
。

　
　
　
転
換
期
の
住
宅
問
題
（
奥
地
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
（
七
七
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八
（
七
七
四
）

　
右
の
諸
点
か
ら
す
る
た
ら
ば
、
今
日
、
国
家
独
占
資
本
主
義
な
い
し
独
占
資
本
の
側
か
ら
し
て
住
宅
政
策
が
持
家
主
義
に
傾
斜
す

る
の
は
い
わ
ば
必
然
で
あ
る
と
い
え
よ
う
が
、
そ
れ
で
は
っ
ぎ
に
労
働
者
な
ど
勤
労
諸
階
層
か
ら
す
る
な
ら
ぱ
、
住
宅
政
策
は
何
故

に
端
的
に
い
っ
て
公
共
賃
貸
住
宅
の
拡
大
で
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

　
こ
こ
で
ま
ず
最
初
に
明
ら
か
に
し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
今
日
、
住
宅
取
得
に
関
わ
る
諸
々
の
困
難
や
矛
盾
の
増
大
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
何
故
に
国
民
諸
階
層
の
「
持
家
志
向
」
が
強
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
通
常
掲
げ
う
る
の
は
、
第
一
に

居
住
水
準
や
立
地
条
件
等
の
点
で
一
定
水
準
以
上
の
住
宅
に
住
む
必
要
に
迫
ら
れ
れ
ば
、
今
日
の
目
本
で
は
持
家
の
形
で
し
か
実
現

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
り
、
第
二
に
は
杜
会
保
障
の
貧
困
を
個
人
的
に
保
険
す
る
と
と
も
に
、
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
の
進

行
に
よ
る
預
金
等
の
減
価
に
有
効
に
対
応
し
よ
う
と
す
れ
ぽ
、
持
家
の
彩
で
の
資
産
保
有
が
最
も
適
切
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

う
。
し
か
し
、
前
者
の
点
に
つ
い
て
い
え
ば
、
た
し
か
に
「
居
住
水
準
を
広
さ
と
目
当
た
り
の
二
点
に
限
っ
て
み
て
も
、
借
家
住
宅

が
持
家
に
比
較
し
て
低
い
水
準
に
あ
る
」
（
昭
和
５
５
年
度
『
国
民
生
活
白
書
』
）
が
、
　
こ
う
し
た
実
態
の
最
も
大
き
く
起
因
す
る
と
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｕ
）

こ
そ
他
で
も
な
い
公
共
賃
貸
住
宅
の
供
給
が
従
来
質
量
と
も
に
貧
困
で
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
つ
い
で
後
者
の
点
に

っ
い
て
は
、
　
”
資
産
選
択
〃
の
時
点
が
七
二
年
以
前
で
は
、
金
融
資
産
を
選
択
す
る
よ
り
も
持
家
を
選
択
す
る
方
が
有
利
で
あ
っ
た

が
、
七
三
年
以
降
は
地
価
と
建
築
費
の
上
昇
率
の
鎮
静
化
に
よ
っ
て
そ
の
有
利
性
が
消
減
し
た
と
い
う
こ
と
、
こ
の
こ
と
を
他
で
も

な
い
今
年
度
の
『
国
民
生
活
白
書
』
が
立
証
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
国
民
が
選
択
で
き
る
通
常
の
金
融
資
産
に
比
較
し
て
持
家
を
選

択
す
る
こ
と
が
有
利
に
な
る
よ
う
た
経
済
状
態
の
再
現
を
抑
止
す
る
こ
と
こ
そ
は
、
八
○
年
代
に
お
げ
る
住
宅
・
土
地
政
策
の
最
低

限
の
条
件
で
な
げ
れ
ば
た
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
た
ら
ば
、
答
申
の
い
う
「
持
ち
家
志
向
は
土
地
、
家
屋
資
産
に
対
す
る

信
頼
感
の
高
さ
な
ど
、
欧
米
と
は
異
た
る
わ
が
国
独
特
の
も
の
」
と
い
う
理
解
も
、
そ
の
根
拠
は
薄
弱
で
あ
る
と
い
わ
な
げ
れ
ぼ
な

汐



ら
な
い
。

　
そ
こ
で
、
っ
ぎ
に
ー
勤
労
諸
階
層
に
と
っ
て
何
故
に
住
宅
は
公
共
賃
貸
住
宅
で
な
け
れ
ぼ
た
ら
な
い
の
か
、
　
　
そ
の
い
わ
ば
積
極

的
な
理
由
の
第
一
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
労
働
者
の
場
合
、
労
働
市
場
の
条
件
に
対
応
し
て
自
由
に
移
動
で
き
る
こ
と
、
ま
た
同
一
経

営
内
で
転
勤
等
で
地
域
的
に
移
動
す
る
場
合
で
も
住
宅
条
件
が
大
き
く
変
動
し
な
い
こ
と
が
、
労
働
力
の
再
生
産
上
必
要
た
条
件
だ

か
ら
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
住
宅
は
、
広
さ
・
目
照
等
の
居
住
性
、
交
通
条
件
等
の
立
地
性
、
価
格
、
杜
会
的
．
自
然
的
な
住
環

境
条
件
等
、
多
様
で
千
差
万
別
の
諸
条
件
か
ら
な
る
最
大
の
耐
久
消
費
財
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
住
宅
を
全
国
各
地
域
で
お
お
む
ね

安
定
し
た
水
準
の
も
の
と
し
て
供
給
で
き
る
の
は
、
民
問
の
持
家
な
ど
で
は
な
く
、
公
的
賃
貸
住
宅
で
あ
る
こ
と
は
多
言
を
要
し
な

　
　
　
　
（
１
２
）

い
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
に
持
家
は
公
的
賃
貸
住
宅
の
場
合
と
比
較
し
て
、
制
度
金
融
の
整
備
（
公
的
利
子
補
給
等
）
や
諸
々
の
民
問
住
宅
金
融
の
整
備

一
拡
充
や
融
資
額
の
増
大
や
、
さ
ら
に
は
二
世
代
ロ
ー
ソ
等
や
を
通
じ
て
、
金
融
機
関
の
勤
労
者
に
１
対
す
る
信
用
供
与
が
累
進
的
に

増
大
し
、
勤
労
者
の
支
払
い
能
力
の
限
界
は
不
断
に
緩
和
さ
れ
、
こ
う
し
て
住
宅
・
宅
地
に
対
す
る
需
要
が
累
増
す
る
。
し
か
し
、

こ
の
有
効
需
要
の
創
出
は
、
ま
さ
に
金
融
機
関
に
よ
っ
て
無
政
府
的
に
創
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
一
方
で
は
容
易
に
・
住
宅

一
土
地
価
格
に
吸
収
さ
れ
、
こ
れ
を
騰
貴
さ
せ
る
と
と
も
に
、
他
方
で
は
住
宅
と
宅
地
の
零
細
化
．
狭
小
化
を
促
進
し
、
そ
れ
に
よ

っ
て
住
宅
・
土
地
の
単
価
を
上
昇
さ
せ
、
結
局
の
と
こ
ろ
国
民
の
住
宅
難
を
一
層
促
進
さ
せ
る
こ
と
に
た
る
。

　
第
三
に
今
日
、
都
市
住
宅
は
団
地
化
し
、
集
合
住
宅
化
、
中
高
層
化
し
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
一
住
宅
の
居
住
条
件
の
良
否
は
い

わ
ゆ
る
「
共
用
部
分
」
（
廊
下
・
階
段
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
玄
関
た
ど
一
棟
の
共
用
都
分
や
、
広
場
．
公
園
．
歩
道
．
車
道
．
駐
車
場
．
樹
木
．

集
会
所
た
ど
一
団
地
内
の
住
環
境
施
設
）
の
良
否
に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
大
き
く
規
定
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
い
る
が
、
　
こ
う
し
た
公
共
部

　
　
　
転
換
期
の
住
宅
問
題
（
奥
地
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
（
七
七
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
○
（
七
七
六
）

分
１
－
住
環
境
施
設
の
改
善
の
た
め
に
は
、
一
定
数
以
上
の
住
宅
戸
数
の
量
的
集
積
と
一
定
水
準
以
上
の
団
地
面
積
観
模
に
よ
る
計
画

的
な
開
発
が
重
要
な
条
件
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
る
に
、
最
近
の
地
価
の
”
高
位
安
定
化
”
に
よ
っ
て
、
住
宅
・
宅
地
開
発
資
本
の

「
関
公
負
担
」
　
（
関
連
公
共
公
益
施
設
の
整
備
に
要
す
る
費
用
の
負
担
）
は
「
過
重
」
と
な
り
、
大
規
模
な
事
業
の
「
事
業
採
算
は
悪
化

　
　
　
（
１
３
）

し
て
い
る
」
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
住
宅
・
宅
地
価
格
の
一
層
の
高
騰
や
住
環
境
施
設
の
低
質
化
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
か
ぎ

り
、
住
宅
生
産
は
公
的
機
関
（
公
杜
・
公
団
）
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
他
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
公
共
・
公
益
部
分
は
今
日
、
共
同
消
費
手
段
と
し
て
杜
会
化
さ
れ
っ
っ
あ
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
行
き

つ
く
と
こ
ろ
公
的
に
所
有
さ
れ
る
べ
き
必
然
性
を
も
っ
て
い
る
。
実
際
、
今
日
の
民
問
分
譲
マ
ソ
シ
ョ
ソ
に
あ
っ
て
も
、
私
的
に
占

有
さ
れ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
　
　
所
有
さ
れ
る
必
要
は
た
く
、
賃
借
等
に
よ
っ
て
占
有
さ
れ
れ
ば
よ
い
　
　
、
つ
ま
る
と
こ
ろ

区
分
さ
れ
た
各
住
戸
の
住
空
間
の
み
で
あ
っ
て
、
他
の
す
べ
て
の
部
分
は
私
的
に
所
有
さ
れ
る
必
然
性
も
、
さ
ら
に
は
居
住
者
１
１
区

分
所
有
者
に
よ
っ
て
共
有
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
必
然
性
で
す
ら
も
っ
て
い
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
こ
と
は
、
公
的
機
関
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

住
宅
の
所
有
と
そ
の
賃
貸
の
必
然
性
を
示
す
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

　
最
後
に
宅
地
政
策
の
問
題
に
言
及
し
て
、
こ
の
小
論
を
終
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。
八
○
年
代
初
頭
の
宅
地
政
策
は
、
三
大
都
市
圏

を
中
心
に
宅
地
供
給
量
の
増
加
と
地
価
高
騰
の
抑
制
を
志
向
し
て
、
市
街
化
区
域
内
農
地
に
対
す
る
”
宅
地
並
み
課
税
”
の
八
二
年

度
実
施
（
そ
の
実
現
を
め
ざ
し
て
政
府
は
、
Ｃ
農
地
に
対
す
る
「
二
段
階
課
税
方
式
」
を
検
討
し
て
い
る
）
や
、
都
市
計
画
区
域
に
お
げ
る
市

街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
の
”
線
引
き
の
抜
本
的
見
直
し
〃
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
が
新
た
に
検
討
さ
れ
、
あ
る
い
は
実

施
に
移
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
　
「
農
住
組
合
法
案
」
が
寸
で
に
成
立
し
八
一
年
度
か
ら
の
施
行
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
日
本

住
宅
公
団
の
「
民
営
賃
貸
住
宅
制
度
」
も
七
六
年
度
の
発
足
以
来
か
な
り
の
実
績
を
あ
げ
て
い
る
し
、
さ
ら
に
建
設
・
自
治
両
省
の



市
町
村
に
対
す
る
「
宅
地
開
発
指
導
要
綱
一
見
直
し
の
”
要
請
〃
や
、
虜
い
は
通
産
省
の
”
コ
、
、
、
ニ
テ
イ
、
．
ボ
ソ
ド
一
債
券
一
”

の
構
想
な
ど
、
諸
々
の
動
き
が
み
ら
れ
る
。

享
宅
地
開
発
指
導
要
綱
の
見
直
し
の
問
題
に
っ
い
て
い
え
ぼ
、
同
要
綱
篤
知
の
よ
う
旨
治
体
が
「
乱
開
発
の
防
止
一
、
「
財

政
負
担
の
軽
減
一
・
「
人
口
の
抑
制
一
な
差
目
的
と
し
て
、
開
発
地
内
に
道
路
．
公
園
な
ど
の
生
活
施
設
を
設
げ
る
ほ
か
、
小
．
中

学
校
な
ど
教
育
施
設
に
っ
い
て
集
者
の
負
担
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
一
七
七
年
末
現
在
、
全
国
八
八
箒
町
村
で
実
施
一
、
こ
れ
が
開

発
業
者
の
負
担
〃
過
重
〃
・
住
宅
・
宅
地
の
分
譲
価
格
の
”
割
高
〃
傾
向
、
大
規
模
な
住
宅
地
開
発
の
”
停
滞
”
な
ど
の
理
由
か
ら

見
直
し
を
求
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
見
直
し
の
実
施
は
端
的
に
い
つ
て
、
か
り
に
分
譲
価
格
が
一
時
的
に
若

干
の
低
下
を
示
し
た
と
し
て
も
・
今
後
半
永
久
的
に
影
饗
婁
げ
る
べ
き
住
嚢
条
件
の
悪
化
と
相
対
的
果
嚢
住
宅
ス
ト
ツ
ク

の
髭
と
を
公
認
す
る
も
の
と
な
り
、
ま
た
、
長
期
的
に
価
格
が
低
下
す
る
保
証
は
全
く
た
く
、
大
き
な
禍
根
姦
す
こ
と
に
な
ろ

う
・
た
し
か
に
要
の
指
導
要
綱
は
あ
る
べ
き
開
発
方
針
の
理
想
型
で
篤
い
し
、
差
部
分
的
に
行
き
過
ぎ
の
場
合
茎
る
か
も

知
れ
な
い
が
・
し
か
し
今
目
の
大
都
市
の
住
環
境
悪
化
の
現
状
か
ら
す
れ
ば
基
本
的
に
は
む
し
ろ
最
低
限
の
歯
止
め
で
あ
る
と
い
つ

て
よ
く
・
各
市
町
村
で
各
々
の
要
綱
の
基
本
を
前
提
と
し
、
ま
た
小
規
模
開
発
に
芝
れ
を
適
用
し
っ
っ
、
そ
の
上
で
ど
の
よ
う
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
）

方
式
の
住
宅
開
発
を
行
な
う
べ
き
か
が
問
わ
れ
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
。

っ
ぎ
に
・
農
住
組
合
法
は
三
大
都
市
圏
の
市
街
化
区
域
内
農
地
を
宅
地
化
す
る
た
め
に
、
農
地
所
有
者
に
四
人
以
上
で
農
住
組
合

を
設
立
さ
せ
・
農
業
を
続
げ
さ
せ
奈
ら
農
地
の
一
部
を
宅
地
に
転
用
さ
せ
よ
う
と
す
る
客
で
あ
。
、
組
合
は
農
地
を
二
貴
上

に
集
約
し
て
半
分
蓋
蒼
利
用
し
、
他
の
半
分
に
住
宅
や
商
店
を
建
設
し
て
賃
貸
や
分
譲
な
ど
の
事
業
を
行
言
も
の
と
さ
れ
て

い
る
・
こ
の
新
と
施
策
の
問
題
点
は
何
よ
り
も
ま
ず
農
地
の
”
宅
地
並
み
課
税
〃
と
相
呼
応
し
て
市
街
化
区
域
内
農
地
の
宅
地
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
（
七
七
七
）

　
　
　
　
転
換
期
の
住
宅
問
題
（
奥
地
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
．
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
（
七
七
八
）

を
推
進
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
が
、
い
ま
一
つ
指
摘
す
れ
ば
一
万
、
ｍ
以
上
の
ま
と
ま
っ
た
宅
地
の
開
発
に
な
る
と
は
い
え
、

場
合
に
よ
っ
て
は
零
細
な
分
譲
ニ
ロ
ダ
建
住
宅
の
過
密
で
無
秩
序
な
集
合
体
と
化
す
る
可
能
性
も
少
た
く
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
・

一
方
、
目
本
住
宅
公
団
の
民
営
賃
貸
住
宅
制
度
は
地
主
の
土
地
に
、
公
団
が
建
設
費
の
調
達
か
ら
建
設
業
者
の
あ
一
せ
ん
ま
で
す

べ
て
責
任
を
も
つ
形
で
賃
貸
一
ソ
シ
ヨ
ソ
姦
設
し
、
建
設
費
は
三
五
年
払
い
と
い
う
も
の
で
膏
、
四
〇
〇
・
ｍ
以
上
の
土
地
を
対

象
と
す
る
点
で
棄
的
に
零
細
．
過
密
性
を
ま
ぬ
か
れ
な
い
が
、
し
か
し
、
公
的
資
金
が
使
わ
れ
て
い
る
た
め
に
入
居
者
か
ら
権
利

金
．
礼
金
な
ど
が
取
れ
な
い
条
件
と
な
つ
て
い
る
点
は
大
き
な
長
所
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
も
し
農
祭
自
発
的
に
農
住
組
合
を
組
織

し
て
住
宅
建
設
を
行
な
う
享
れ
ば
、
こ
れ
を
公
団
の
民
賃
住
宅
制
度
と
結
合
す
れ
ば
居
住
性
、
住
環
境
・
価
格
一
家
賃
一
套
多

く
の
点
で
相
対
的
に
良
質
の
住
宅
を
供
給
す
る
可
能
性
が
生
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
八
○
年
代
の
都
市
に
お
け
る
住
宅
供
給
の
本
流
は
や
は
り
公
的
機
関
一
公
団
・
公
杜
一
に
よ
る
賃
貸
住
宅
の
大
量
供
給
を

お
い
て
他
に
な
く
、
こ
こ
で
新
た
に
注
目
す
べ
き
点
を
あ
げ
れ
ば
、
そ
れ
が
借
地
方
式
に
よ
っ
て
も
広
範
に
推
進
さ
れ
る
か
ど
う
か

と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
宅
地
の
賃
貸
借
制
度
が
発
展
す
る
と
す
れ
ぼ
、
そ
れ
は
公
的
機
関
に
よ
る
分
譲
住
宅
の
供
給

の
場
合
を
喜
め
て
、
一
つ
に
は
住
宅
．
宅
地
価
格
一
フ
一
－
あ
る
い
は
ス
ー
ツ
ク
の
価
格
一
の
一
ス
ト
・
ダ
ウ
ソ
に
よ
一
て
・
い
三

つ
は
土
地
所
有
権
の
借
地
権
と
底
地
権
へ
の
杜
会
的
分
割
を
通
じ
て
、
住
宅
・
土
地
間
題
に
新
た
な
展
開
の
糸
口
を
開
示
す
る
こ
と

に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
一
。
一
今
目
、
「
住
宅
困
窮
一
蕎
の
第
一
に
あ
げ
ら
れ
る
”
住
宅
の
狭
さ
”
が
い
か
に
人
問
生
活
に
否
定
的
な
影
響
を
お
志
す
か
に
っ
い

　
　
　
て
は
、
さ
し
あ
た
り
早
川
和
男
『
住
宅
貧
乏
物
語
』
の
第
－
章
を
；
肌
す
る
だ
げ
で
十
分
で
あ
ろ
う
。

　
　
一
。
一
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
住
田
昌
二
「
転
髭
の
住
宅
問
題
住
民
合
意
の
住
宅
政
策
の
髭
に
向
げ
て
一
一
一
科
学
と
思
想
一

　
　
　
Ｍ
３
５
）
八
六
頁
以
下
を
参
照
。



一
３
一
ち
隻
に
・
「
民
間
宅
地
造
成
事
業
実
態
調
査
一
一
建
馨
一
に
よ
れ
ぱ
、
建
売
一
戸
当
り
敷
地
面
彊
、
開
発
団
地
穀
二
。
貴
上

　
　
の
場
合
の
二
二
票
ら
○
二
実
満
の
二
三
、
・
ま
で
、
開
発
団
地
の
小
規
模
化
に
と
差
つ
て
狭
小
化
し
て
い
る
一
一
九
七
八
年

　
　
度
）
。

一
４
一
池
上
惇
『
現
代
国
家
論
目
本
資
本
主
義
と
統
治
能
力
の
髭
一
の
第
・
一
早
を
参
照
。

（
５
）
　
「
目
本
経
済
新
聞
」
七
六
年
六
月
一
目
付
。

（
６
）
　
「
京
都
新
聞
」
八
○
年
九
月
一
六
日
付
。

（
７
）
　
「
目
本
経
済
新
聞
」
八
○
年
一
〇
月
一
九
日
付
。

一
８
一
三
宅
醇
・
住
宅
建
設
計
画
の
問
題
と
課
題
・
一
下
山
瑛
二
他
編
著
一
住
宅
政
策
の
提
一
一
一
一
口
一
住
宅
政
策
研
究
－
一
一
一
四
四
頁
、
お
よ
び
叩

　
　
「
今
目
の
住
宅
事
情
概
観
住
宅
の
階
雰
解
と
す
み
か
・
毒
造
一
一
シ
ユ
リ
ス
ト
総
合
特
集
辛
一
現
代
の
住
宅
間
題
一
一
六
蓋

一
９
一
差
乏
・
「
居
住
水
準
一
藁
一
義
的
に
「
面
積
一
で
把
え
る
に
っ
い
て
は
、
例
え
ぱ
っ
ぎ
の
よ
う
隻
態
が
あ
る
。
「
住
宅
需
要

　
　
実
態
調
査
一
一
昭
和
五
三
年
一
に
ょ
れ
ぱ
、
住
宅
選
択
の
要
素
の
第
一
隻
字
の
は
、
全
国
で
「
家
の
広
さ
一
二
五
．
烹
、
「
一
戸
建
、

　
　
で
あ
る
こ
と
一
一
九
．
男
・
「
家
の
間
取
り
一
一
七
・
男
、
「
日
照
・
通
風
一
一
四
．
五
奪
で
あ
る
。
か
っ
て
住
宅
難
は
「
同
居

　
　
非
住
宅
・
老
朽
・
狭
小
過
密
一
に
よ
一
て
墨
さ
れ
た
が
、
今
目
で
は
住
麗
竺
応
除
い
た
住
宅
単
体
に
関
す
る
か
イ
、
第
一
義
的

　
　
た
目
標
水
準
は
や
は
り
「
広
さ
」
で
あ
ろ
う
。

一
１
・
一
現
代
資
本
主
義
の
経
営
方
式
の
特
徴
の
；
は
、
耐
久
消
費
財
等
の
耐
用
年
数
の
計
画
的
短
縮
に
よ
つ
て
大
量
消
費
一
大
量
生
湾
推

　
　
進
す
る
こ
と
に
あ
る
が
・
こ
れ
が
廃
棄
物
処
理
茗
資
源
化
の
観
点
か
ら
問
題
差
つ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
｝
。
、
戊
大

　
　
．
最
長
の
耐
久
消
費
財
”
で
あ
る
住
宅
の
場
合
、
そ
の
物
質
的
磨
損
一
マ
ソ
シ
ヨ
ソ
は
一
体
何
年
位
の
平
均
寿
婁
も
つ
て
、
る
の
カ
？

　
　
　
　
一
警
六
〇
年
と
も
い
わ
れ
て
い
る
が
、
上
下
水
道
配
管
等
の
耐
用
年
警
一
五
年
が
常
識
と
さ
れ
て
い
る
。
住
宅
口
、
ソ
の
浦

　
　
二
〇
年
を
こ
え
て
；
ソ
シ
一
ソ
は
果
し
て
何
年
も
っ
の
だ
ろ
う
か
・
一
と
と
叱
、
”
広
さ
〃
奮
「
居
住
水
準
一
の
杜
会
的
レ
一
ル

　
　
　
．
ア
ヅ
プ
に
ょ
る
「
道
徳
的
磨
損
一
も
住
宅
ス
ト
ッ
ク
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
長
期
の
視
野
で
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一
ｕ
一
ち
な
倉
・
全
国
公
団
住
宅
自
治
会
協
議
会
の
一
公
団
住
宅
入
居
者
実
態
調
査
結
果
一
に
よ
れ
ぽ
、
現
在
の
住
宅
が
「
た
い
一
ん
狭

　
　
い
一
が
里
一
．
委
・
「
や
表
い
一
四
四
・
三
％
で
、
現
在
の
居
住
水
準
に
不
満
姦
じ
て
い
る
入
居
青
九
９
九
乏
の
ぼ
つ
て

　
　
い
る
こ
か
し
・
そ
註
象
か
わ
ら
ず
「
警
・
一
同
家
幕
ど
の
悩
奈
解
決
す
る
雀
一
公
団
住
宅
に
一
住
み
っ
づ
け
た
い
一
と
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
（
七
七
九
）

　
　
転
換
期
の
住
宅
問
題
（
奥
地
）



　
　
立
命
館
経
済
学
一
第
二
十
九
巻
．
第
五
号
一
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
一
七
八
〇
一

　
　
え
ぷ
る
も
の
が
七
五
乏
の
ぽ
つ
て
い
る
の
で
あ
り
、
問
題
の
所
在
と
今
後
の
あ
る
べ
き
政
策
の
方
向
性
を
示
喫
し
て
い
る
と
い
う
べ

　
　
き
で
あ
ろ
う
。

一
ｕ
一
遠
藤
晃
一
革
新
政
治
と
住
宅
政
策
一
一
ジ
ユ
リ
ス
ト
総
合
特
竈
・
一
現
代
の
住
宅
問
題
一
一
重
一
～
四
七
頁
を
参
樗

（
１
３
）
　
例
え
ぱ
、
昭
和
五
五
年
版
『
建
設
白
書
』
（
大
蔵
省
印
刷
局
）
一
〇
二
頁
。

一
ｕ
一
勿
論
、
公
的
機
関
に
よ
る
住
宅
の
所
有
と
そ
の
客
と
い
う
論
議
も
成
り
立
っ
が
、
こ
の
場
合
で
差
的
に
所
有
一
分
譲
一
さ
れ
る
べ

　
　
き
は
右
の
占
有
、
専
用
部
分
の
み
で
あ
つ
て
、
共
用
部
分
に
関
す
る
か
ぎ
り
私
的
に
所
有
一
共
有
一
さ
れ
る
べ
き
必
然
性
は
・
差
公
的

　
　
機
関
か
ら
賃
借
し
な
げ
れ
ば
た
ら
な
い
必
然
性
も
存
在
し
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。

一
些
ち
套
に
、
宅
地
開
発
指
導
要
綱
見
直
し
と
対
応
し
て
、
地
方
自
治
体
が
新
居
住
者
に
一
－
一
一
テ
ィ
ー
ボ
ソ
ド
を
引
き
受
げ
さ
せ
・

そ
れ
に
よ
－
て
え
た
資
金
を
学
箪
下
水
道
な
ど
公
共
施
設
の
整
備
に
あ
て
る
構
想
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
構
想
猛
市
町
村
か
ら

　
　
の
移
入
者
で
、
分
譲
住
宅
な
ど
の
購
入
者
を
は
じ
め
ア
パ
ー
ト
ヘ
の
入
居
者
を
垂
券
の
買
い
手
に
含
め
て
お
り
・
つ
婁
と
こ
ろ
国
．

　
自
治
体
．
開
発
業
者
が
負
う
べ
き
負
担
を
新
規
居
住
者
に
転
嫁
す
る
性
格
の
も
の
で
あ
る
と
い
わ
ね
ぱ
た
ら
な
い
。




